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　昭和 44 年 2 月 16 日、群馬県沼田市東倉内町に、父・弘夫、母・はまえの７人
兄弟の長男として生まれた。
　父がパーキンソン病を患い、平成 7 年議員を辞職。これをきっかけに、地元か
らの推薦で市議会議員に立候補・当選する。
　当時、26 歳であり、群馬県内最年少記録をつくる。以降、4期連続当選。議員
活動の傍ら、16 年間父親の介護を行う。
　平成19 年、若干38歳であったが、沼田市議会議長に就任する。さらに、翌平成
20年には群馬県市議会議長会会長、および全国市議会議長会理事の任にも就く。
　平成 22 年、群馬大学大学院に入学し、沼田市の自然と時代を結びつけるに
は、もっと知識を得なければと奮起し、「自然環境」と「公共政策」の修士を取得。

現在、母・妻・長男と４人暮らし。

当選回数 沼田市議会議員選挙　４回
群馬県議会議員選挙　３回

議会経歴 沼田市議会議員（平成 7年.4 ～ 平成23年.4
群馬県議会議員（平成 23年.4 ～ 現在）
群馬県議会　厚生文化常任委員長
　　　　　　環境農林常任委員長
　　　　　　産経土木常任委員長

役職経歴 自由民主党群馬県支部連合会　政調会長
自由民主党群馬県支部連合会　団　　長
自由民主党群馬県沼田支部　　支 部 長

金井やすお

　
　

  

菅
総
理
が
近
く
退
任

　
　
　
（
一
般
質
問
の
９
月　

日
時
点
）
さ
れ
る
が
、
そ
の

実
績
に
つ
い
て
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
新
総
理

へ
ど
の
よ
う
な
期
待
を
し
て

い
る
か
、
知
事
の
所
感
を
伺

い
た
い
。（

知　

事
）

（
健
康
福
祉
部
長
）

　
　
　

こ
の
一
年
間
、
菅
総
理

で
な
け
れ
ば
で
き
な
い
こ
と
を

数
多
く
執
行
し
て
い
た
だ
い
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

一
日
１
０
０
万
回
以
上
、
多
い

と
き
は
１
６
０
万
回
ほ
ど
進
み
、

恐
ら
く
先
進
国
の
中
で
は
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
接
種
率
に
至
り
ま

し
た
。
携
帯
電
話
料
金
の
改
革

や
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
宣

言
、
群
馬
県
に
視
察
に
訪
れ
て

の
ダ
ム
の
事
前
放
流
の
体
制
整

備
を
初
め
て
試
み
た
り
、
後
期

高
齢
者
の
医
療
改
革
も
あ
り
ま

し
た
。
一
年
間
で
歴
代
の
総
理

で
は
進
ま
な
か
っ
た
政
策
を
遂

行
で
き
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
総
理
に
期
待
す
る
こ
と

は
、
目
下
の
最
大
の
課
題
で
あ

る
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
で
し
ょ
う
。

対
策
を
し
っ
か
り
実
施
し
、
い

か
に
経
済
を
回
復
し
な
が
ら
国

民
の
命
と
安
全
を
守
っ
て
い
た

だ
き
た
い
し
、
大
胆
で
発
想
力
、

決
断
力
、
胆
力
を
持
っ
た
リ
ー

ダ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
状
況

菅前総理の実績と
　　　　　評価について質問

ＱＡ

ＱＡ
　
　

  

全
国
的
に
、
ワ
ク
チ

　
　

  

ン
の
２
回
目
の
接
種

が
進
む
に
つ
れ
て
死
亡
者
数

が
減
少
し
て
い
る
。
県
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
効
果
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

Ｑ
　
　

  

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
ロ

　
　

  

ー
ド
マ
ッ
プ
に
つ
い

て
。
９
月　

日
の
臨
時
記
者

会
見
に
お
い
て
、
国
に
先
駆

け
て
実
施
す
る
本
県
独
自
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
が
発
表
さ
れ
た
が
、
策

定
に
至
っ
た
狙
い
は
何
か
。

Ｑ
　
　

  

沼
田
高
校
と
沼
田
女

　
　

  

子
高
校
の
統
合
に
つ

い
て
。
両
校
の
統
合
に
向
け

た
方
針
を
表
明
し
た
知
事
の

思
い
を
伺
い
た
い
。

Ｑ
　
　

  

看
護
人
材
の
確
保
に

　
　

  

つ
い
て
。
県
内
の
看

護
職
員
の
充
足
状
況
は
ど
う

か
。
ま
た
、
潜
在
看
護
師
の

復
職
や
看
護
補
助
者
の
確
保

な
ど
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
県
の
取
り
組
み
を
伺

い
た
い
。

Ｑ
　
　

  

菅
総
理
の
政
策
の
中

　
　

  

で
、
洪
水
調
節
可
能

容
量
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
利
水
の
関
係
を
国
が

負
担
し
、
１
億
３ 

１
２
７
万

ト
ン
の
容
量
を
確
保
で
き
た
。

そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
利
根
川

水
系
の
ダ
ム
事
前
放
流
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

　
　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
ボ
ー

ド
の
中
で
、
ワ
ク
チ
ン
の
効
果

の
推
定
に
つ
い
て
示
し
て
お
ら

れ
ま
し
て
、
こ
の
推
計
モ
デ
ル

を
参
考
に
、
本
県
の
感
染
者
数

及
び
死
者
数
に
つ
い
て
推
計
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
令
和
三
年
の

七
月
と
八
月
を
合
わ
せ
ま
し
て
、

高
齢
者
の
感
染
、　

 

歳
以
上
の

高
齢
者
の
１ 

５
０
０
人
以
上
を

抑
制
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
、
そ
し
て
高
齢
者
の
死

亡
を
１
８
０
人
以
上
抑
制
し
た

可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
が

推
計
さ
れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
ワ
ク
チ
ン
が
県
民

の
か
け
が
え
な
い
命
を
守
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
た

次
第
で
あ
り
ま
す
。

（
県
土
整
備
部
長
）

Ａ
　
　
　

事
前
放
流
に
関
し
て
、

開
始
や
中
止
、
操
作
規
則
な
ど
、

各
ダ
ム
ご
と
の
具
体
的
な
運
用

方
法
を
定
め
る
実
施
要
領
を
策

定
し
、
運
用
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

利
根
川
上
流
の　

の
ダ
ム
に

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
の
事
前
放

流
に
よ
り
ま
し
て
、
こ
れ
ま
で

の
洪
水
調
節
容
量
２
億
２ 

０
０

（
健
康
福
祉
部
長
）

Ａ
　
　
　

令
和
２
年　

月
末
時
点

の
看
護
職
員
業
務
従
事
者
届
に

よ
り
ま
す
と
、
県
内
の
看
護
職

員
数
は
２
万
８ 

４
０
２
名
で
、

前
回
調
査
の
平
成　

年
末
か
ら

４
１
８
人
ほ
ど
増
加
し
て
い
る

状
況
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
方
、

令
和
２
年
度
に
本
県
で
医
療
機

関
及
び
介
護
関
係
の
施
設
を
対

象
に
実
態
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、

約
４
割
の
施
設
が
看
護
職
員
の

不
足
感
を
示
す
結
果
と
な
っ
て

お
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状
況

が
続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県

で
は
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る

看
護
職
員
全
般
の
人
材
確
保
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

看
護
補
助
者
に
関
す
る
取
り

組
み
に
つ
い
て
は
、
既
に
勤
務

さ
れ
て
い
る
方
の
資
質
向
上
、

あ
る
い
は
看
護
師
等
の
管
理
職

員
向
け
の
研
修
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
各
医
療
機
関

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
業
務
内

容
の
Ｐ
Ｒ
や
体
験
型
研
修
な
ど

も
企
画
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

（
知　

事
）

Ａ
　
　
　

今
回
の
問
題
に
つ
い
て

は
、
金
井
政
調
会
長
、
星
野
寛

県
議
に
も
色
々
と
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
き
、
御
尽
力
し
て
い

た
だ
い
た
金
井
県
議
に
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

沼
高
沼
女
と
も
に
１
０
０
年

を
超
え
る
歴
史
が
あ
り
、
長
く

地
域
を
支
え
教
育
を
行
っ
て
き

た
２
つ
の
教
育
機
関
で
あ
る
の

で
、
両
校
が
対
等
の
立
場
で
手

を
携
え
て
い
く
こ
と
が
何
よ
り

も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
は
、
県
の
教

育
委
員
会
が
大
枠
の
方
向
性
を

示
し
、
両
校
を
中
心
に
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
伺
い
な
が

ら
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
し
た
か
ら
様
々
な
問
題

が
解
決
す
る
訳
で
な
く
、
こ
の

方
針
が
出
た
後
が
と
て
も
重
要

だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

新
し
い
高
校
が
沼
田
・
利
根
地

区
の
未
来
を
開
く
よ
う
な
魅
力

あ
る
学
校
と
な
る
た
め
に
、
引

き
続
き
知
事
と
し
て
最
大
限
の

努
力
と
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
知　

事
）

Ａ
　
　
　

大
変
重
要
な
質
問
を
い

た
だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
県
営
ワ
ク
チ
ン
接

種
セ
ン
タ
ー
が
フ
ル
活
動
し
、

特
に
設
置
主
体
で
あ
る
各
市
町

村
の
努
力
も
あ
り
群
馬
県
は
全

国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ス
ピ
ー
ド

で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
お

り
ま
す
。
日
常
生
活
の
回
復
に

向
け
た
準
備
が
、
群
馬
県
で
は

他
首
都
圏
に
先
ん
じ
て
準
備
が

整
い
つ
つ
あ
る
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
し
っ
か
り

と
活
用
し
て
、
全
国
に
先
駆
け

て
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
策
定
し
ま
し
た
。
第
５

波
の
早
期
収
束
を
目
指
す
と
同

時
に
、
一
日
も
早
い
社
会
経
済

活
動
の
再
開
を
し
て
い
く
べ
く
、

今
後
数
ヶ
月
で
県
が
取
り
組
む

べ
き
政
策
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
全
国
の
モ
デ
ル

と
な
る
よ
う
な
政
策
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

０
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
加
え
、

最
大
で
約
１
億
３ 

０
０
０
万
立

方
メ
ー
ト
ル
増
え
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
既
存
の
ダ
ム

群
の
洪
水
調
節
能
力
を
最
大
限

に
有
効
活
用
し
ま
し
て
下
流
域

の
洪
水
被
害
の
軽
減
に
貢
献
す

る
事
前
放
流
は
、
本
県
が
目
指

す
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
Ｎ
Ｏ
１

を
実
現
す
る
た
め
の
大
変
重
要

な
防
災
・
減
災
対
策
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

令和4年1月発行 令和４年  1月 （4）

沼田市内の社会資本整備をしっかり推進します！
沼田市における道路・河川・砂防・治山・土地改良事業（環境森林部 農政部 県土整備部）
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【凡例】

県土整備部所管事業

環境森林部所管事業

農政部所管事業

事業中

過去に完成（過去５年程度）

今後着手予定

（国）120 号　利根町平川地内

 バイパス工事

平川地内　保育事業

追貝平地区　隧道補強

沼田平地区　隧道補強

柿平地内　治山事業

輪組地内　治山事業　修繕事業輪組地内　治山事業

上古語父地内　治山事業

上久屋町地内　治山事業

岡谷町地内　治山事業

沼須町地内　治山事業

岩本町地内　治山事業

屋形原町地内　治山　保育事業

沼田西部地区　ため池改修

井土上町地内　治山事業

石墨町地内　治山事業

奈良町地内　治山事業

原町地内　治山事業

宇楚井地区　ため池改修

沼田平平出地区　石綿管更新

日影南郷地内　修繕事業

大楊地内　治山事業

穴原地内　林道事業

穴原地内　林道事業

追貝地内　修繕事業

大原地内　治山事業

久屋原町地内　防風林造成事業　治山事業

大原地内　林業事業

大原地内　林業事業

（主）沼田大間々線　利根町園原地内

　　 赤城根橋　橋梁補修

（主）沼田大間々線
　   白沢町岩室地内
　　落石対策

（主）沼田大間々線　上久屋地内

　　 歩道整備

（市）輪組輪久原線地内

　　 道路改良

（国）120 号　利根町追貝地内　道路改良

（国）145 号　下川田町地内
　　融雪施設更新

（国）120 号　利根町大原地内

      交差点改良　歩道整備

（国）120 号　久屋原町地内　冠水対策

御座地区　利根町追貝地内　急傾斜地崩壊対策

高戸谷地区　利根町高戸内地内　急傾斜地崩壊対策

（一）老神温泉線　利根町老神地内　道路改良

（一）日向南郷大原線　利根町薗原地内

　　 ２号片桟橋　橋梁補修

（一）日向南郷大原線　利根町薗原地内

　　 薗原スノーシェッド　構造物補修

（一）富士山横塚線　横塚町地内

　　 道路改良

（一）戸鹿野下之町線　新町地内

　　 戸鹿野橋橋梁架替え

（一）道木佐山沼田線　下沼田町地内

　　 交差点改良　歩道整備

（一）上発知材木町線　上発知町地内

　　 道路改良　透門橋架替え

柳町地内　保安林リフレッシュ事業

上発知町中沢地内　治山事業

岡谷町地内　保安林緊急改良事業

保育事業　治山事業

柳町地内　治山事業

（利）戸島沢　岩本町地内

　　 砂防事業

高平地内

保安林リフレッシュ事業

で 検 索金 井 康 夫 facebook もやってます ＱＲコードからアクセス

群馬県議会議員 金井やすお
公式ウェブサイト

金井やすお
ドキュメンタリームービー

Youtube

県　政　報　告　レ　ポ　ー　ト Vol.41

金 井 や す お
か　な　　 　　 い

K a n a i Y a s u o A c t i v i t y R e p o r t J a n u a r y 2 0 2 2

群馬県議会自由民主党群馬県議会議員

ぶれない! こびない! わかりやすい!

群
馬
県
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下川田町地内
沢護岸工事整備要望

利根町追貝河川敷内
樹木伐採要望

県道根利八木原大間々線沿い
雑木伐採要望

白沢町上古語父地内
河川整備要望

利根町追貝地区国道120号線沿い
法面雑木伐採要望

利根町日影南郷沼田大間々線沿い
側溝要望

屋形原町
利根川堤防整備要望

下久屋町
堤防上雑木伐採要望

金井康夫
あなたの街の要望に 要 望 事 業 の 達 成

ビ フ ォ ー ア フ タ ー がお応えします
要 望
活 動

Before
Before

Before Before

Before Before Before Before

After After After After

After After After After
　要望前は大雨により護岸が崩れ付近民家に浸水
する被害も出ていました。農業用水路の整備も兼
ねて市の協力もありおよそ１００ｍに渡り整備が
行われました。

　河川敷内に雑木が繁茂し洪水時に危険と判断さ
れ、また鳥獣の住みかとなっていることも確認さ
れました。国有地であることがわかり早期解決と
なりました。

　枝や雑草が道路に１ｍほどはみ出し通行の妨げ
になっていました。当該箇所は私有地でしたが県
が危険と判断し緊急措置として剪定・伐採を行い
ました。

　毎年台風等大雨の度に土手が決壊し流域の田畑
に影響を及ぼしていましたが、工事完了後は決壊
もなくなりました。支流でしたが砂防指定地のた
め県が施行しました。

　要望当時は法面が見えなくなるほど樹木が生い
茂り、巨木が法面を痛めることや現場下は通学路の
ため危険性も考慮され早期の伐採が行われました。

　以前は大雨の度に付近神社や民家に浸水する被
害が起きていましたが、グレーチングから約20ｍ
の側溝完成により流水を分散し被害を食い止める
ことができました。

　以前から整備指定区域ではありましたが、今回
は予算の範囲内で護岸の強化・保護目的とし実施、
また特に危険と思われる箇所を優先し整備を行い
ました。

　要望時は堤防が山林のように雑木で埋め尽くさ
れ大雨による倒木など危険と判断し、雑木を伐採
した上に堤防強化のため天端の舗装工事も施され
ました。

市民目線で！！小さな声
耳 傾け、

に

を
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・・・ ・・・ ・・・本会議今月の
活　動 議員連盟文教警察常任委員会

環境農林常任委員会

DXに関する特別委員会（副委員長）
議会基本条例推進委員会
行財政改革特別委員会（令和２年副委員長）
議会運営委員会

・・・議会 特別 議連

議連

議連

委員会

委員会

委員会

委員会
１月

7月

8月

議会9月

特別

特別10月

議会12月

11月
議会2月

議会3月

4月

5月

議会

特別

特別

特別議連

議連

議連議会 特別

議会 特別

議会

6月

2021年の主な活動のご報告です。

１月

7月

8月

9月10月

12月

11月
2月

3月

4月

5月

6月

井 ご 県議団総会

群馬県林政推進協議会意見交換会

FM-OZE賀詞交歓意見交換会（ラジオ出演）

★

★

★

温泉文化世界遺産研究会

役員研修会意見交換会

９月補正予算　政調会

県議団総会

公明党後援会意見交換会

市長へ要望活動

★

★

★

★

★

地元国会議員との意見交換会

知事へ要望活動

知事とFM尾瀬収録にて意見交換

自民党群馬県連　総務会

９月補正予算　政調会

★

★

★

★

★

県議会　本会議
県議団総会
議会運営委員会
温泉文化世界遺産研究会役員会
選挙管理委員会
自民党群馬県連　総務会
代表質問
知事折衝
群馬県選出国会議員へ要望活動

★
★
★
★
★
★
★
★
★

知事へ要望活動（高校再編・降霜被害）
温泉文化ユネスコ無形文化遺産登録
推進協議会関係者会議
国会議員・執行部会議
県有施設意見交換会
沼田中央ロータリー県政報告会
県議団総会
自民党群馬県連　総務会

★
★

★
★
★
★
★

県議会　本会議

県議団総会

国会議員意見交換会

県議会正副議長・顧問県議団

との意見交換会

沼田視覚障害者福祉協会

ボランティアとの懇談会

環境農林常任委員会

★

★

★

★

★

★

県議会　本会議
県議会　議会運営委員会
知事への予算要望
群馬県看護連盟・看護協会政策懇談会
利根地方総合開発協会要望活動
（知事・他）
自民党群馬県連執行部と
青年部青年局との意見交換会
自民党群馬県連　総務会
一般質問
県議団総会
団体政調会

★
★
★
★
★

★

★
★
★
★

県議会　本会議
知事へ要望活動
自民党群馬県連総務会
知事とWebミーティング
群馬県林業改良普及協会役員会
県議団役員選考委員会
県議団総会
令和３年群馬県総合表彰式

★
★
★
★
★
★
★
★

県議会　本会議

教育情報事業講習会意見交換会

知事意見交換会

沼田女子高校創立１００周年

記念式典・記念講演会

日本温泉科学会第７４回大会

及び温泉のユネスコ登録シンポ

ジウム意見交換会

★

★

★

★

★

県議会　本会議
県議会　議案調査会議
知事へ要望活動
自民党群馬県連執行部国会訪問
安倍晋三元首相との意見交換会
ハレルワ（性的少数者支援団体）との意見交換会
沼田市消防団との意見交換会
県議団総会
沼田商工会議所通常総会

★
★
★
★
★
★
★
★
★

県議会　本会議

自民党群馬県連　総務会

下村博文政調会長へ要望活動

東京五輪聖火リレー

ミニセレブレーション

沼田商工会議所通常総会

文教警察常任委員会

★

★

★

★

★

★
県議会　本会議

県議会　議会運営委員会

県議団総会

知事要望

団体政調会

衆議院総選挙

★

★

★

★

★

★

・コロナ対策知事要望

・早急なワクチン接種質疑

・８月質疑・白沢町堆肥処理機要望
・降霜被害対策要望 ・群馬県総合表彰

・臨時議会質問

・自民党政調会長続投

・二階幹事長へ要望

・ペーパーレス化会議

・笹川事務所にて

・国会議員へのリモート要望

・代表質問

・手九野太鼓のみなさんと

・下村政調会長要望

・代表質疑

・中曽根康隆議員と懇談

・一般質問

・看護協会・連盟との政策懇談会・団体政調会・下之町「市民花壇」

・知事要望

・中曽根康隆議員当選挨拶

・国に対して知事へ要望

・拉致問題パネル展

・知事要望

・追加議案質疑

・知事へ予算要望・赤城根橋早期開通要望

・沼田市りんご組合開園式

・政調会知事要望

・団体政調会

・９月補正政調会

・薗原湖堰堤まつり

・沼田中央ロータリー県政報告会

・老神温泉びっくりひな祭り

・東京五輪聖火リレーオープニング

・中小企業支援知事要望

・新年あいさつ

・政調会 ・林政推進要望

・知事要望

・知事回答

・新年下之町初売
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